
正社員になれない?

パソコンのメンテナンスなどをする仕事

をしています。仕事をする時はパソコン大

手企業の名札を付け、そこの社員のように

働いていますが、実は別の会社から来た

派遣社員です。数カ月単位の派遣契約で、

1年 のうち2、3カ 月仕事 のない月もあ り、

収 入が不安定です。正規で働 きたいので

すが、派遣から正社員になった人はほと

んどいません。派遣から正社員になること

はできないのですか?

(31歳 、男性、八幡市)

 

【回
答
】

1
9
8
5
年
の
労
働
者

派
遣
法
は
、
派
遣
期
間
終

了
後
、
派
遣
社
員
が
派
遣

先
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を

制
限
し
て
い
ま
せ
ん
(同

法
第
33
条
)。

し
か
し
、

「派
遣
業
務
限
定
」
方
式

を
採
用
し
た
こ
と
も
あ

り
、
派
遣
期
間
の
限
定
は

不
明
確
で
し
た
。
99
年
改

正
で
業
務
が
原
則
自
由
化

さ
れ
、

派
遣
受
入
期
間

が
、①
従
来
の

「26
業
務
」

と
、
②
「そ
れ
以
外
の
業

務
」に
大
別
さ
れ
ま
し
た
。

①
は
受
入
期
間
の
制
限
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
②
は
受

入
期
間
が
上
限
1
年
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
03
年

改
正
で
、「1
年
か
ら
3
年

(上
限
)」
に
期
間
が
延
長

さ
れ
て
い
ま
す
。

②
の
場
合
、
派
遣
先
職

場
で
同

一
業
務
で
の
派
遣

受
入
は
3
年
ま
で
で
す
。

派
遣
先
は
こ
の
上
限
を
超

え
て
継
続
し
て
業
務
担
当

さ
せ
る
場
合
、
直
接
雇
用

が
必
要
と
な
り
、
派
遣
労

働
者
に
雇
用
契
約
を
申
込

派遣受入期間
確 認 が 必 要

 

む
義
務
が
あ
り
ま
す
(
派

遣
法
第
40
条
の
4
)。
な

お
、
①
の
場
合
で
も
、
派

遣
先
が
当
該
業
務
で
新
た

に
社
員
を
雇
う
と
き
に
は

3
年
を
超
え
て
働
い
て
い

る
派
遣
労
働
者
に
雇
用
契

約
を
申
込
む
義
務
が
あ
り

ま
す
(
同
法
第

40
条

の

5
)。ご相
談
の
場
合
、
「パ
ソ

コ
ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
」
が
担
当
業
務
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
①
か
②
か

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
名
目
は
①
の
業
務

で
も
②
の
業
務
を
1
割
以

上
担
当
す
る
と
き
に
は
②

と
見
な
さ
れ
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
労
働
局
に
問
合

わ
せ
を
し
て
下
さ
い
。

次
に
、
「大
手
企
業
の
名

札
を
付
け
る
」
こ
と
か
ら

は
、
違
法
な

「
二
重
派
遣
」

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
関
係
者
の
間
で
ど
の

よ
う
な
契
約
や
、
就
労
の

実
態
が
あ
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
受
入
企
業
は
、

パ
ソ
コ
ン
大
手
企
業
と
の

間
で
「請
負
(業
務
委
託
)」

契
約
を
結
ん
で
い
る
と
推

測
で
き
ま
す
が
、
受
入
企

業
上
司
が
直
接
に
業
務
指

示
や
時
間
管
理
を
す
る
実

態
が
あ
れ
ば
「二
重
派
遣
」

と
な
り
、
職
業
安
定
法
第

44
条
違
反
と
な
り
ま
す
。

偽
装
請
負
の
違
法
派
遣
を

め
ぐ
る
裁
判
で
、
今
年
4

月
、
派
遣
先
と
の
直
接
雇

用
関
係
成
立
を
認
め
た
判

決
が
出
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
(
松
下
P
D
P
事
件

・
大
阪
高
裁
判
決
)。

派
遣
法
の
規
制
は
複
雑

で
す
が
、
逆
に
企
業
側
の

法
違
反
も
多
い
と
言
え
ま

す
。地
域
労
組
を
通
じ
て
、

派
遣
問
題
の
専
門
家
の
援

助
を
受
け
て
下
さ
い
。
知

識
を
蓄
え
な
が
ら
事
実
関

係
を
整
理
し
つ
つ
問
題
提

起
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。◇

shigeru
タイプライターテキスト

shigeru
タイプライターテキスト

shigeru
タイプライターテキスト
京都民報08.10.12(2)




